






要約 

本年度の基礎医学的研究から(睡眠時無呼吸症候群)では、延髄呼吸中枢の入力系に何等か

の異常が存在すること、又入力系が呼吸リズムの形成に関与することが示された。臨床医

学的研究では、中枢モノアミン神経系の障害が示唆され、また、睡眠時の呼吸調節が生後

4 ヵ月の間に急速に発達することが示された。モノアミン神経系の発達が同じ時期に臨界

齢を持つこと、また、これが生体の周期的現象の遂行に重要な役割をなすことを考えると、

この系と呼吸中枢との結合機構の研究の重要性が示唆された。 

乳児の睡眠時突然死症候群(SIDS)は乳児期早期に好発し、呼吸中枢又は睡眠機構、或いは

両者の発達過程における何等かの、しかし、特異的な異常の存在が予想される。本研究班

では、基礎医学的及び睡眠ポリグラフを用いての臨床医学的研究から乳児期早期に臨界齢

を持つ呼吸及び睡眠要素を究明し、SIDS の病態を解明することを目的とする。 


